
は じ め に

医療機器を正しく安全に使用することは，患者の

生命維持や医療行為への適正な提供に直結すること
になり，そのためには使用者の熟知した知識が必要
である．知識を習得するために開かれる院内研修会

第６９回国立病院総合医学会
（平成２７年１０月２日 於札幌）

医療機器安全管理料算定条件のひとつに，「医療機器の安全使用のための職員研修を
計画的に実施すること」が求められている．研修会の第一の目的は医療機器に対する

スタッフの知識がレベルアップすることであり，医療機器研修会を開催することが義務的や形式
的であってはならない．正しい知識による医療機器の操作は確実な医療安全を提供し，その結果
として患者への安心と笑顔につながることとなる．臨床工学技士へ医療機器研修会の企画から開
催までを院内全体や看護部など他部門から依頼されることは少なくない．臨床工学技士による医
療機器研修会は，依頼者側からの要望点や臨床の状況に合わせられるなど研修内容を独自に作り
上げられることや，費用負担が軽減できるなどのメリットがある一方，開催時間や使用物品の制
限や事前準備負担増などのさまざまな課題をひとつずつ解決していかねばならない．

今回，臨床工学技士の立場から南岡山医療センター 笠井健一氏，千葉医療センター �橋邦仁
氏，看護部の立場から北海道医療センター 深井博昭氏，医療安全管理の立場から弘前病院 坂本
浩志氏より，研修会開催の現状や問題点ならびにそれらの対応策や工夫点などをご発表いただい
た．その後，医療機器研修会の進め方や効果のある研修会にするにはどうするべきかを検討した．
その結果，事前に研修の目的および習熟到達点を決めるために依頼者あるいは受講者と相互のコ
ミュニケーションをしっかりと取ること，研修時間の効率的な使用や研修の効果を上げるための
最善の方法を選択すること，研修後の評価および習熟度の確認が重要であることがあげられた．
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医療安全管理室

看 護 師

臨床工学技士

は，院外研修会に比べると時間的な負担や参加費な
どの金額的な負担を抑えられるなどから，参加しや
すく依頼者側の要望に合わせた研修内容にすること
が可能でありピンポイントに絞った研修が行えるな
どのメリットが多いと考えられる．それらの理由に
より医療機器管理に携わる臨床工学技士が病棟や医
療安全管理室などから依頼を受け，医療機器に関す
る研修会を企画し開催することは少なくない．医療
機器安全管理料算定条件のひとつに，「医療機器の
安全使用のための職員研修を計画的に実施するこ
と」と記されている．しかし，よりためになる研修
会を行うことは，義務的や形式的であってはならず，
患者への医療安全を提供するためのひとつの方法で
あり，安心，笑顔につなげなければならない．今回，
第６９回国立病院総合医学会において，医療機器研修
を行う立場から臨床工学技士２名，依頼者，受講者
の立場から医療安全管理係長と看護師とのシンポジ
ウムを行う機会を得ることができた．座長として，
各者の講演の概要と討議内容をまとめた．

臨床工学技士業務と医療安全管理業務とは，非常
に関連が深い．坂本浩志氏によると医療の高度化や
多様化にともなう医療機器が導入される昨今，知識
不足や不適切使用によるインシデントが数多く報告
されている．安全な医療を提供するためには研修会
を通して医療機器の知識や操作法を理解させること
が不可欠であり，医療安全上の再発防止につなげる
必要もある．研修準備段階から評価までを一方向で
はなく，双方向からのコミュニケーションが重要で
ある．講義方法は座学だけではなく演習形式を取り
入れることで，より効果的で医療安全面の向上につ
ながる研修会となる．研修会後には行動変容に対す
る評価をし，職場長や臨床工学技士と医療安全管理
係長間で連携をとり，継続的に職場内トレーニング
を実施することも重要である．さらに研修会後のア
ンケートや確認試験を実施し，その結果を次回研修
会へ活用している．

北海道医療センター ICU 看護師への研修会は，
テーマに沿って医師，臨床工学技士，医療機器メー
カーなど，多職種に講義を依頼していた．その中で

臨床工学技士へ依頼する研修会の内容は，生命維持
管理装置の原理や構造，トラブル対応が中心であっ
た．依頼をする時に研修会の目的や考えを明確に伝
えたことで，受講した看護師は専門知識を深めるこ
とができたようである．

深井博昭氏のお考えとして，研修内容を実務に反
映させる習得レベルの到達目標設定について依頼者
側と受領者側の相互コミュニケーションを密にする
ことが重要であり，そのための相談しやすい環境作
りが必要であると指摘された．看護師が研修会を受
講し知識を深めるだけでは，それを実際の臨床業務
へ活かすことができることとは別であり不安が強い．
その不安を払拭するには実際の状況に近いシミュレ
ーションも併用して行うなどさらにステップアップ
した取り組みが必要と考えていた．

笠井健一氏は実機使用による体験型研修会や実際
に起きたインシデントや不具合を実例に挙げた研修
会を，高橋邦仁先生はチェックリストという身近な
ものを活用した研修会を行っていた．どちらも効率
的で業務に結び付けられる研修会を目指している点
がうかがえた．研修会の企画段階では目的や克服課
題と習得レベルの到達目標をはっきり設定する必要
がある．さらに，依頼者や講師そして受講者などの
関係するすべての者が協同した研修会を作り上げて
いくことが重要であると考えられていた．�橋氏は
理想の研修会とは楽しく勤務時間内の短時間で新し
い知識が得られレベルアップが実感できることなど
があげられるが，大変困難なことである．そこでさ
まざまな制約の中で効率よく一定の効果を上げるた
めに，チェックリストを活用した研修会を企画する
ことを考えられた．配布資料として絶対に理解して
ほしい項目をリスト化し明確化することで，短時間
でも効率的に要点を理解してもらえるように工夫し
ていた．しかし，講義対象の医療機器によっては専
門的知識が必要な場合も多く，チェックリストへの
依存が過剰にならないようにバランスを考慮した研
修会にすべきと考えられていた．笠井氏は研修会の
企画段階においてターゲットとなる受講者の絞り込
みを行い，研修時間と開催時刻そして研修内容のレ
ベルさらに大人数による知識重視型か小グループに
よる実践重視型かなど細かく組み立てていくべきと
話された．研修会後のアンケートの他にその場で受
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シンポジウム

ま と め

講者の疑問に解決できるような時間を作るだけでは
なく，感想を受講者から直接聴くようにすることで
説明不足箇所が明確になり今後の講義内容の材料に
もなり得ると考えられていた．

研修会の企画段階において必ず行わなければなら
ないことは研修会依頼者そして当該職場長やスタッ
フと綿密に情報を交換し研修目的を共有することで
ある．その時に研修方法や受講対象者の経験年数，
習得達成レベルの設定などの相互の意見を出し合い
決めておくべきである．研修テーマにより座学や体
験型，もしくはグループワーク形式などさまざまな
選択肢から最善な方法を選ぶこととなる．

座学研修では一方的に講義をするのではなく，受
講者との距離感をできるだけ近くし内容を理解して
いるか細かく確認しながら行うべきである．最重要
点や理解しにくいところでは時間を割き，別の視点
から説明するなどの工夫が必要である．どのような
研修方式であれ，研修会で得た習熟度の高い知識が
臨床業務に活用できるようになることが目標となる．

研修会後の評価を講師だけではなく研修会依頼者
や当該職場長そしてスタッフとともに行うことは，
今後の研修会をよりよいものにするためにとても重
要な作業である．研修会終了後に受講者へアンケー
ト調査を行うなど，その結果を次回開催への改良デ
ータとするべきである．確認試験を行った場合は問
題ごとの正答率からどの内容の理解度が低いのかを
分析し，受講者へ通達できれば知識習得の不足部分
を補うことができる．もしくは，研修会後は職場内
トレーニングへと移行させて継続的な学習につなげ

ることで安全で正しい医療サービスの提供が期待で
きる．

今回，それぞれの施設でさまざまな工夫の下に医
療機器研修会を開催していることがわかった．研修
会を行う側と受ける側からの要望や考えをこのシン
ポジウムで出し合った結果，それぞれ共通の認識と
同じ目的を持っていたことがわかった．

臨床工学技士養成校では研修会を企画し開催する
カリキュラムが含まれているところは少ない．昨今，
国立病院機構グループが主催する新規採用臨床工学
技士研修会や医療安全対策研修など，院外からの講
師依頼も徐々に増えつつある．国立病院機構もしく
はグループ内で，このような臨床工学技士や他の医
療スタッフが行う研修会を企画開催する側のノウハ
ウの習得やスキルアップを目的とした研修会のプロ
グラムがあればよいと感じた．

最後に，「よりためになる研修会」とは，受講者
のスキルアップが最終目的ではなく，その先に患者
の安全があり，そして安心と笑顔につながることで
あると改めて感じとることができた．

〈本論文は第６９回国立病院総合医学会シンポジウム「よ
りためになる研修会って？～正しく安全な医療機器の
取り扱いを目指して～」として発表した内容を座長と
してまとめたものである．〉

著者の利益相反：本論文発表内容に関連して申告な
し．
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